「ああ 雨が 降って る！」 

と 心に 叫ぶ 時の わくわく する 亢奮 を、 今 も尚鮮 かに 思 

い 出せる が —— 然し、 子供の 時分 雨が 降る と 何故 あん 

なに 家 じゅう 薄暗くな つただろう。 部屋の 中で 座布団 

をぶ つけ 合って 騒ぐ。 或はもう 少し おとなしい 子供ら 

しく 静かに 電車 ごっこで もす る。 遊び はいつ もの 遊び 

なの だが 何だか 部屋の 隅々 が 暗く、 物の 陰翳が 深く、 

様子が 違う。 その 何だか 違う 感じが 小さい 子の 感情 を 

限りなく 魅す る。 ちょっぴり こわい ようで も ある。 珍 

しい もの はいつ だって 少し はこ わい ところ も ある。 I 



I それ を 子供 はよ く 知っている。 その 感じ を 更に 強め 

享楽す るた めに、 私 は 机 だの 小屛風 だの を 持ち出して、 

薄暗い 隅に 一層 暗い 囲い を斿 えた。 すっかり 囲って 狭 

い 一方 だけが 開いて いる。 そこが 洞の 出入口 だ。 私 は 

一人の 母で 小さい 息子と そこに 隠れて いる。 何から？ 

—— シッ！ そんな 大きい 声 を 出して はいけ ない、 こ 

の 山に は 虎が いるの だ。 虎が きくで はない か。 ほら、 

もう 唸リ 声が する。 洞の つい 入口まで 来た。 ゥ ォ—、 

ゥ ォ—、 美味そう な 子 を 入口の 幅が 狭いた め 食えない 

の を 怒って 彼 は 盛に 唸りつつ 嗅ぎ 廻る。 私 は 段々 本気 

になり、 抱いて いる 子に 「大丈夫よ、 大丈夫よ」 と 囁 
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